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1． 論文原稿は、パソコンで作成し、オフセット印刷可能な鮮明なもの。

２．　論文原稿は、A4用紙、図・表を含み、ポスター2枚、口頭2、4、6枚。
３．　論文原稿は、１ページにつき１行４０文字・４０行を標準とし、上下２５㎜、左右２０㎜の余白。本文は、通常は10.5ポイント。
４．　標題（演題・題目）は、本文より大きめの文字でセンタリングする。
　　　標題は、通常は12ポイントで太字。標題の２行目は、適宜配置。

５．　所属は、本文と同じ大きさの文字とし、正式の名称を用い、右寄せ。

６．　研究者名は、５．に準じ、所属の後１文字あけて記載する。また、発表者に○印をつける。

７．　記載順序は、原則として次のとおり。

　 　　１　目的（はじめに）

　　　２　方法（実験または試験） 

　　　３　結果（または３．結果及び考察）

　 　　４　考察

８．　図、表及び写真の番号は、図１、表１及び写真１のように記し、それぞれ標題、注などを記入し、本文中の所定の箇所に記載。

９．　記載にあたってはポイントシステム（３段階）を採用する。

　　　　１．

　　　　１．１

　　　　１．１．１

　　　　（１）

　　　　（a）

１０．論文集は通しページのため、ページの記載は不要。紙媒体で提出の場合は鉛筆で記入。

１１．その他は、木材保存誌の「木材保存投稿規程」http://www.mokuzaihozon.org/publish/kaishi/toko-kitei-paper_140525.pdfによる。
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